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大規模な専用商業施設の多くが駅前に立地しているのに対し住商併用施設は駅を中
心とし放射状に伸びる道路に沿って連続している。人々の集まる駅前に大型スー
パーが集まり人びとの通過する道路には商店街が形成されている大井町の構造が読
み取れる。
いっぽう教育文化施設・公園や住宅は駅から500m以上離れた場所に多く立地して
いる。人々が買い物に集まる場所と学校・公園など子どもや家族連れが集まる場所
が別の場所に形成されており住み分けができているとみられる。
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(グラフ内の数字はエリアにおける建築物の棟数)

駅からの距離ごとの
土地利用の割合 駅からの距離ごとの

建築物種類の割合 

特筆すべきは耐火・高層建築物の駅200m圏内への
集中と防火・低層建築物の駅200m圏内における少
なさである。駅前に高層ビルが集まる傾向が特に西
口において顕著である。

いっぽう駅の北東部においては駅のすぐ近くへの防
火・低層建築物の立地がみられる。土地利用の項を
参照すると、これらの多くは住商併用の建物である。
駅を出てすぐに低層建築の商店街が立地することは
大井町の景観の特徴といえる。

土地利用の項において、駅から放射状に伸びる道路
に商店街が形成されていることを述べたが、商店街
のある道路には比較的耐火建築物が多い。

木造住宅の集中的な立地こそ見られないが防火建築
物が集中している地域(地図上の黄色く塗られた場所)
は複数存在しており、火災時の延焼の危険は存在す
る。

大井町駅周辺における主な施設の分布を地図上
に表した。多くの人々が行き交うターミナル駅、
多くの人々が暮らす住宅街という二つの側面を
併せ持つ大井町の構造を感じることができる。

出典：東京都都市計画基礎調査(区部) 

大井町駅周辺の建築物の高
さと素材を地図上に表した。
建物の種類の傾向からそれ
ぞれの地区の特徴を考える。

-2- -3-

M-NEX Design
Workshop 
Oimachi

Nov 10(Sun) to 
Nov 12(Tue)2019

An international workshop on Resilience 
and the future of urbanism in Tokyo
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Nico Tillie	 博士、助教、ランドスケープアキテクチャ―
オランダー、Delft大学

Will Galloway	 博士、 特任准教授、慶應義塾大学

変化へ適応して都市を変えていく

レジリエンス東京国際デザインワークショップ

ワークショップ会場： SFC FUTURE CITY LAB Oimachi Site

品川区東大井　5-11-2 K-１１ビル 7階　

報告会参加：	 無料（自由に参加できます。

会場にお越しください。）

言葉：	 英語（日本語対応：報告会では、参加の皆さんの

感想と意見をぜひ聞かせてください。）

Typhoons, earthquakes, and a shifting population will have an 
enormous impact on Tokyo. The question is how to incorporate 
strategies of resilience in the face of both known and unknown 
changes. The workshop will focus on developing an urban 
design method for Oimachi that includes a deep consideration of 
the source and consumption of food water and energy as well 
as the history of the area. 

11月10日 (日)〜12日 (火)
11月12日 18:00から報告会を開催

Keio Research Institute at SFC
Laboratory for Creating Advanced

Smart Town

スーパー台風，地震，人口移動など，東京を取り巻く環境はいつも厳し
い．都市はこういった既知や未知に挑戦しつづけてレジリエントになり
ます．このワークショップは国内外の建築・都市の計画家とデザイナー
が大井町を事例に食ー水ーエネルギーシステムを通して未来都市東京を
デザインします．

主催：慶應義塾大学SFC研究所

連絡　厳網林研究室　yan@sfc.keio.ac.jp

協力：NPOまちづくり大井
　Community Planning Oimachi


